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協働による住みよいまちづくりセミナー開催結果（概要） 

日 時 令和５年１１月１１日（土） 

場 所 苫小牧市民活動センター（ふれあい３・３）講習室Ａ 

参 加 者 １０名 

概 要 

１ 講義・講演要旨 

 

 講義① 苫小牧市自治基本条例のご紹介 

【自治基本条例とは】 

・「まちづくりを進める上での基本的ルール」を定めた条例 

・他の自治体でも様々な名称で制定されている条例 

 

【条例が制定された時代背景について】 

・今までは全国一律に同じような街づくりが行われていた。 

・市民ニーズの多様化、人口減少等により、国主導のまちづくりに不都合

が出てきた。 

・「地域に合わせたまちづくり」という気運の高まりで地方分権が進展 

・地方分権が進み、国と自治体は「対等・協力」の関係と位置付け 

・まちづくりは、自治体の責任で、自ら考え、決める必要 

・平成 19 年にまちづくりの基本的ルール「苫小牧市自治基本条例」  

施行 

 

【条例の規定について】 

・苫小牧市自治基本条例は「まちづくりを進めるうえでの基本的なルー

ル」 

・重要な条文について、抜粋して説明 

第 1 条（目的） 

・市民自治とは「まちづくりの主役は市民の皆さん」ということ 

第 3 条（まちづくりの基本原則） 

「情報共有の原則」：市民と行政がまちづくりに関する情報の共有 

「市民参加の原則」：まちづくりの主役である市民が市政運営に参加 

「協働の原則」：各主体が強みを活かして課題解決に向けて協力 

第 29 条（条例の見直し） 

・４年を超えない期間ごとに見直しを実施。 

・最新の自治の課題に対応 

第 30 条（市民自治推進会議） 

・第 29 条の条例の見直しは市民自治推進会議にて行っている。 

・市民自治推進会議以外にも、福祉、環境などそれぞれの分野で議論を行

別紙５ 



2 

 

う審議会が設置されている。 

講義② 協働による住みよいまちづくりセミナー 

【住みよいまちづくりとは】 

・住みよいまちづくりは、人々が快適に暮らせる環境整備を目的とした取

組で、６つの要素がある 

① 住環境の整備 

② 公共施設の整備 

③ 防災対策の強化 

④ 環境保全の推進 

⑤ 交通インフラの整備 

⑥ 地域コミュニティの活性化 

・ＳＤＧｓの１７の目標の一つ（１１．住み続けられるまちづくりを） 

 

【協働の重要性と実現に向けたポイント】 

・相互理解の原則～ 異なる組織や立場の人々が協力するためお互いの長

所や短所を理解し、信頼関係を築くことが大切 

・目的・評価共有の原則～ 共通の目的を明確にし、目標を共有すること

が必要 

・役割分担明確化の原則～それぞれの強みを生かして果たすべき役割や責

任の分担を明確にすることが必要 

・情報公開の原則～情報を共有すること、コミュニケーションを取ってい

くことが大事 

・自立の原則～それぞれが主体性を持ち自立して行動することが必要 

 

【ＳＤＧｓとまちづくりのつながり】 

・「１１．住み続けられるまちづくりを」は他の目標とも密接に関連があ

るため、達成に向けた取組は多くの目標にも波及する。 

・日本のＳＤＧｓ達成度ランキングは 2022 年度時点で 19 位 

 

【住みよいまちづくりの事例紹介】 

・まちづくりカフェ（東京都渋谷区）～まちづくりの意見交換を行う場を

提供し、住民の参加意識を高める取組をしている 

・まちづくりボランティア（兵庫県神戸市）～地域の公園や道路を美化す

るボランティア活動で、地域住民の交流の場となる。 

 

 

 



3 

 

概 要 

グループ討議概要 

１ グループ討議のテーマ 

 

グループでそれぞれ取り上げたい地域課題の解決策を考え、グループ

ごとに以下のように決まった。 

【A グループ】 

交通インフラと鹿対策 

 

【B グループ】 

ゴミ問題、地域コミュニティの低下、女性の市議会議員が少ないこと 

 

 

２ グループ討議の内容・発表等（どのような討議がされたか） 

 

【A グループ】 

テーマ：交通インフラと鹿対策 

交通インフラが問題で、移動がしづらいという視点で、市民からのバ

スの便や時間帯についての声を共有し、意見を反映していただきやすい

場を作ることや、乗り合いタクシー等、バス、タクシー以外の有用な移

動手段の新設をしてほしい。 

鹿対策については、鹿がいたことをアプリ等で即座に共有する仕組み

づくりや、鹿の被害を集約して公表するような場を作る。 

また、鹿被害を防ぐ柵作りを市や他の機関で補助していただく仕組み

があれば対策も可能。 

捕えた鹿の活用として、料理、皮を活用した商売に繋げることもでき

ると考えている。 

 

【B グループ】 

テーマ：ゴミ問題、地域コミュニティの低下、女性の市議会議員が少

ないこと 

3 つの問題を挙げているが、全て繋がる問題と考えている。 

 ゴミの分別に関する情報が市民に浸透していないと思われるため、各

町内会や小学校でゴミ分別に関するセミナーや、うまく分別できなかっ

た際にどうなるのか等のセミナーを実施し、ごみについての知識を深め

てもらう。 

 また、捨てたくなるようなかわいいデザインのゴミ箱を小学生にデザ

インしていただき、捨てたくなるゴミ箱を作成・設置するとともに、イ

ラストでわかる分別看板を近くに配置することで、正しい分別につなげ
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ていく。 

 市内全体で年 1，2 回ゴミ拾いをすることで市民に対するゴミの問題

意識を実感していただき、意識醸成を図る。 

活動を、SNS 等で発信し、きれいになった苫小牧市を PR していくとよ

い。 

 

 

３ 講師等（他の参加者を含む）からグループ（班）への質疑応答等 

 

 質疑はなかった。 

 

 

４ 講師等からの講評等 

（グループから出された方策等をどのようにまとめたか） 

 

鹿の問題やゴミの問題は、私自身も身近に感じている。キャンプ場に

行ったときに、テントのすぐ近くまで鹿が来ていることもあった。グル

ープ発表でも出ていたが、捕まえた鹿を活用するという視点は大切だと

考えており、ジビエとして鹿肉を活用するということは、鹿対策の取組

になると考えている。 

また、私の妻が道産食材を使用した商品開発をしていて、実際に鹿肉

のジンギスカンも商品としてある。 

 ゴミについても、最近引っ越しをし、様々なゴミが多く発生した。対

応に苦慮していたところ、近所に民間企業のサービスで「じゅんかんコ

ンビニ」というごみを捨てることができる場所があり、そこに持ってい

ったゴミはリサイクルされる。また、ゴミを捨てた人は、ゴミの重量で

ポイントがたまり、商品券に交換できるサービスがある。 

このように、ゴミ捨てたくなるような仕組を作ることもゴミ問題の解

決策の一つになると考えている。 

 我々市民が主役になって、住みよいまちづくりが成り立つと考えてい

る。本日話し合ったことをきっかけに、皆さんの力で苫小牧市をより住

みよいまちにしていただきたい。 
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協働による住みよいまちづくりセミナー

令和５年１１月１１日

総合政策部

協働・男女平等参画室

苫小牧市自治基本条例のご紹介

1
この事業はサマージャンボ宝くじの収益金を活用して実施しています。

自治基本条例って何？

・まちづくりの理念、目標
・市民の権利
・市民、議会、首長の責務等
・市民参加の仕組み
・協働の仕組み

内容

まちづくりを進める上での基本的なルール

自治体の憲法と
呼ばれることも

2
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これまで

指揮・命令

指揮・命令

自治基本条例が
必要とされた時代背景

国

道

市

国の政策を
画一的に執行

市民ニーズの多様化や人口減少、
少子高齢化等で今までどおりの
公共サービスが困難……。

3

自治基本条例が
必要とされた時代背景

平成１２年～地方分権一括法の施行

地方分権の進展

まちづくりは
国が中心

まちづくりは
地域が中心

まちづくりを進める基本的なルールを決める必要

地域の
責任・負担・決定
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苫小牧市自治基本条例
第1条、第2条

まちづくりの基本原則を定め、
市民及び市の責務等を明らかにするとともに
市政運営の原則を定めることにより、
市民自治によるまちづくりの推進を図る

目的（第1条）

まちづくりの主役は市民の皆さん

定義（第2条）

市民
市内に住所を有する者、市内で働く者、市内で学ぶ者、市内で活
動する法人その他の団体のこと。

市
議会及び市長その他の執行機関のこと。
※執行機関の例： 教育委員会、選挙管理委員会、監査委員等）

5

●情報共有～まちづくりの情報

を共有

●市民参加～市民参加による

市政運営

●協 働～市民と市が対等な

関係で協力

情報共有

市民参加

協働

市民

市長議会

苫小牧市自治基本条例
第3条（まちづくりの基本原則）
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第8章第30条 市民自治推進会議

第7章第29条 条例の見直し

・この条例の施行の日から４年を超えない期間ごとに条例の

規定について検討を加え、その結果に基づいて必要な見直

しを行うものとする。

・市長の附属機関として市民自治推進会議を置く。

・市長の諮問に応じ、条例の運用の状況及びまちづくりに関

する基本的な事項について調査審議するほか、市長に意見

を述べることができる。

苫小牧市自治基本条例
第7章、第29条 第8章、第30条

7

ま と め

自治基本条例とは？

趣旨・目的（伝えたいこと）は？

まちづくりを進める上での基本的なルール

まちづくりの主役は市民の皆さん
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